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実践例７ 働き始めたお母さんと保育所での生活が始まった子どもへの 

支援－保育所での実践例－     
 

一人一人の子どもの状態、保護者の子育てへの意向を尊重した母乳育児支援 

保育所の生活が始まることによって、母子ともに環境が大きく変化するので、保護者の意向を尊重し、

母乳育児がそのまま継続できるように支援を行う。入所時に面談を行い、家庭での状況や子どもの状態

等を把握し、一人一人の対応を決める。 

〈母乳のみで育てている場合〉月齢が低い場合（６か月くらいまで）、希望に応じて冷凍母乳の受け入れ

を検討する（母親が休憩時間等を利用して来所できる場合は時間を確認し来所してもらうことも可能）。

なお、冷凍母乳を希望しても、生活の変化による分泌量の減少や職場の環境・通勤時間等により実践

ができない場合もあるので、そのことが母親のストレスにならないよう支援する。育児用ミルクで対

応する場合にも、朝・晩に家庭で十分に母乳を飲ませてあげるよう、母子関係での重要性を伝え、母

乳育児の継続に向けて支援する。 

月齢が高い場合でも、冷凍母乳の希望がある場合には受け入れを行うが、朝・晩の直接授乳（母乳）

を大切に、離乳食の進み具合を確認しながら、対応していく。 

〈母乳とミルクで育てている場合〉保育所ではミルクを使用するが、家庭では引き続き母乳を継続して

もらうよう支援する。 

多様な方法で多様な機会を通した支援 

○ お迎えの際に授乳をする場合は、０歳児の保育室のコーナーを利用して母子がゆったり授乳できるよ

うに配慮。 

○ クラス懇談会（１，２歳児の保護者懇談会）で、卒乳が話題になり、保護者同士で経験談を話し合う

ことによって安心したり参考にしたりすることもある。個別の相談にも応じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入所当初の授乳に対する支援の実際

 
４月に入園したＫちゃん
（7 か月） 
面接時（4 月１日）に聞き
取った入園前の家庭での
食歴 
・母乳（１日６～7 回） 
・母親の外出の際は冷凍母
乳で対応 
・保育所入所に備え、半月
前よりミルクを開始する
が一度も飲めたことがな
い。哺乳瓶以外でも飲めな
い。冷凍母乳は職場での採
取が大変なのでミルクで
対応してほしい 
・離乳食は開始したばかり
（おもゆ、野菜ペーストを
食べるのみ） 

入園後の経過 

【４月３日（第１日目）】園で母親と一緒に昼まで過ごす 
■母親に家庭と同じように食べさせ、ミルクを飲ませてもらう。 
●おもゆ 20％食べ、野菜ペースト食べず。ミルクはまったく飲まない。 
 
【４月４～１１日】 
■安心して授乳に向かうことができるよう、睡眠の確保、特定保育士との
スキンシップ、静かな場所での授乳などの手だてをとる。 
ミルクをまったく飲まないので母親の就労時間を短縮してもらう 
（７時 40 分～15 時まで）。 
●離乳食を少し食べるがミルクはまったく飲まない。 
睡眠も十分にとれず、保育士に抱っこされて過ごすことが多い。 
 
 

（■保育所や家庭での状況、配慮等 ●子どもの姿） 

母親はミルクを飲まない子どもの姿とそのために就労

時間を伸ばせない現実に悩み、入所すればスムーズにミ

ルクを飲むと思っていてショックも受ける 

 

～子どもが保育所という新たな環境に慣れ、保護者が仕事との両立の中で新たな生活に対応していく
過程での、授乳を通した支援の例～ 
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（資料： 川崎市立戸手保育園 実践食育のアイデア「ゼロ歳児の食育の実践」．保育の友 平成 18 年７月号より） 

６か月未満児の食育のねらい及び内容 

１） ねらい 
(１) お腹がすき、乳（母乳・ミルク）を飲みたい時、飲みたいだけゆったりと飲む。 
(２) 安定した人間関係の中で、乳を吸い、心地よい生活を送る。 
２） 内容 
(１) よく遊び、よく眠る。 
(２) お腹がすいたら、泣く。 
(３) 保育士にゆったり抱かれて、乳（母乳・ミルク）を飲む。 
(４) 授乳してくれる人に関心を持つ。 
３） 配慮事項 
(１) 一人一人の子どもの安定した生活のリズムを大切にしながら、心と体の発達を促すよう配慮す

ること。 
(２) お腹がすき、泣くことが生きていくことの欲求の表出につながることを踏まえ、食欲を育むよ

う配慮すること。 
(３) 一人一人の子どもの発育・発達状態を適切に把握し、家庭と連携をとりながら、個人差に配慮

すること。 
(４) 母乳育児を希望する保護者のために冷凍母乳による栄養法などの配慮を行う。冷凍母乳による

授乳を行うときには、十分に清潔で衛生的に処置をすること。 
(５) 食欲と人間関係が密接な関係にあることを踏まえ、愛情豊かな特定の大人との継続的で応答的

な授乳中のかかわりが、子どもの人間への信頼、愛情の基盤となるように配慮すること。 

資料：「保育所における食育に関する指針」（平成 16 年 3 月 29 日雇児母発第 0329001
号保育課長通知「保育所における食を通じた子どもの健全育成（いわゆる「食育」）に
関する取組の推進について 

【４月１２日】 母親に保育園での現状をみてもらい
今後の対応を話し合う 
■母親より就労時間を延ばしたいので冷凍母乳の希望がでる。園長、担当保育士、栄養士、看護師で
話し合い、母親の意向を大事にし、冷凍母乳を開始。 
 
【４月１３日】 冷凍母乳開始 
■冷凍母乳の開始により見通しがもて、保育時間の延長を決定（7 時 40 分～18 時）。ＡＭ：離乳食＋
冷凍母乳 ＰＭ：冷凍母乳  

●離乳食を全量摂取できるようになってきた。冷凍母乳も全量摂取することができた。 
笑顔が出て長時間遊ぶことができる。一定時間安定して眠れるようになった。 

 
【4 月２９～５月７日】 連休を家庭で過ごす 
●家庭でも離乳食を全量食べ、ミルクも 200cc 飲めた。安定して笑顔も多い。 
 
【５月９日】 
■保育所でも家庭の様子を踏まえ、ミルクを試みる。 
保育所でも初めてミルクを 100cc 飲む。離乳食をよく食べる。 
● 担任以外の保育士や栄養士にも笑顔をみせてかかわり、遊ぶなど、人間関係の広がりがみられる。

（提供：川崎市立平保育園・戸手保育園） 


